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□ 通常総会／日鍼会代議員総会
□ 役員就任あいさつ
□ ボランティア活動報告（SON夏季地区大会・ジョギングフェス）
□ 三県合同研修会
□ 学術講習会
　 ● 臨床経験豊富な先生を囲んでグループディスカッションをしよう！
　　PART.1「腰痛に対する問診」「コロナの後遺症について」
　　PART.2「ツボの選穴・使い方～肺経から小腸経まで～」　

□ ボランティア活動報告（能登半島地震）
□ 東海北陸ブロック意見交換会／保険取り扱い研修会／定例理事会
□ 各種会務／お知らせ／協賛企業広告
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通常総会／日鍼会議員総会

会　

場
：
松
浦
会
計
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
名
古
屋
市
中
区
）

議　
長　
　
　
：
長
尾 

茂

副
議
長　
　
　
：
廣
畑 

守　

議
事
録
記
録
人
：
池
田 

達　

議
事
録
署
名
人
：
石
井 

美
恵
子

　
　
　
　
　
　
　
髙
橋
日
出
子

司　
会　
　
　
：
山
田 

憲
治

令
和
６
年
６
月
２
日
（
日
）
10
時
よ
り
（
一

社
）
愛
知
県
鍼
灸
師
会
令
和
６
年
度
通
常

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
５
年
ぶ
り
に

人
数
の
規
制
を
は
ず
し
た
会
場
参
加
型
と

な
り
13
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
6
年
度　
通
常
総
会
開
催

▶ 

塚
本
久
先
生

▶ 

吉
田
統
彦
先
生

▶ 

橋
爪
則
夫
氏

２
号
議
案
：
令
和
５
年
度
事
業
報
告
な
ら

び
に
決
算
の
承
認
を
求
め
る
件
、
第
３
号

議
案
：
役
員
改
選
に
関
す
る
件
、
第
４
号

議
案
：
令
和
６
年
度
事
業
計
画
（
案
）
に

関
す
る
件
、
第
５
号
議
案
：
令
和
６
年
度

予
算
（
案
）
に
関
す
る
件
、
第
６
号
議
案
：

そ
の
他
の
提
案
議
案
（
議
案
は
な
し
）
の

す
べ
て
が
承
認
さ
れ
、
役
員
改
選
で
は
立

候
補
者
15
名
（
役
員
13
名
、
監
事
２
名
）

全
員
が
当
選
と
な
り
ま
し
た
。
最
後
に
、

監
事
の
林
尚
臣
先
生
か
ら
本
会
の
会
員
数

増
加
に
つ
い
て
の
考
え
方
や
方
針
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
、児
山
組
織
部
長
よ
り
「
会

員
メ
リ
ッ
ト
の
増
強
や
鍼
灸
の
普
及
な

ど
、
総
合
的
な
対
策
に
よ
り
好
循
環
を
作

り
出
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と

回
答
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
時
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
た
総
会
は
、
閉
会
の
辞
を

も
っ
て
無
事
に
終
了
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
物
故
者
追
悼
の
黙
と
う
が
お
こ

な
わ
れ
、
児
山
俊
浩
副
会
長
の
開
会
の
辞

の
後
、
長
谷
川
栄
一
会
長
よ
り
総
会
開
催

の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
司
会

の
山
田
憲
治
先
生
か
ら
、
議
長
に
長
尾
茂

先
生
、
副
議
長
に
廣
畑
守
先
生
が
指
名
、

選
任
さ
れ
ま
し
た
。
定
足
数
の
確
認
を
池

田
達
先
生
が
読
み
上
げ
、
委
任
状
46
名
、

出
席
者
１
３
名
を
含
め
総
数
59
名
と
な
り

会
員
総
数
92
名
の
過
半
数
を
超
え
た
た

め
、
本
総
会
が
正
式
に
成
立
す
る
と
し
議

事
に
入
り
ま
し
た
。

審
議
の
前
に
本
会
顧
問
で
あ
る
元
愛
知
県

議
会
議
員
塚
本
久
先
生
、
衆
議
院
議
員
吉

田
統
彦
先
生
、
参
議
院
議
員
田
島
ま
い
こ

先
生
代
理
で
秘
書
の
橋
爪
則
夫
氏
に
よ
る

祝
辞
の
言
葉
と
、
顧
問
の
皆
様
か
ら
の
祝

辞
の
電
報
が
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
引
き
続
き
審
議
に
入
り
、
第
１

号
議
案
：
諸
般
の
報
告
に
関
す
る
件
、
第

●
令
和
６
年
度　

（
公
社
）
日
本
鍼
灸
師
会

定
時
代
議
員
総
会
報
告

令
和
６
年
６
月

16
日
（
日
）、
東

京
都
立
産
業
貿

易
セ
ン
タ
ー
浜

松
町
館
に
て
日

本
鍼
灸
師
会
代

議
員
総
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

本
会
か
ら
は
長

谷
川
会
長
、
児
山
副
会
長
（
日
鍼
会
執
行

部
）、
石
井
の
３
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

総
会
の
お
わ
り
に
、
能
登
半
島
地
震
災
害

の
義
援
金
と
支
援
金
が
日
本
鍼
灸
師
会
の

中
村
会
長
か
ら
石
川
県
鍼
灸
師
会
の
定
池

会
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
後

の
新
た
な
事
業
と
し
て
令
和
７
年
２
月
11

日
（
火
・
祝
）
に
ス
ポ
ー
ツ
鍼
灸
ト
レ
ー

ナ
ー
研
修
会
を
開
催
す
る
、
と
の
事
で
し

た
。
こ
の
事
業
で
は
、
数
年
か
け
て
認
定

制
度
を
作
っ
て
い
く
予
定
だ
そ
う
で
す
。

こ
の
事
業
の
目
的
は
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団

体
な
ど
と
も
連
携
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

ア
ス
リ
ー
ト
な
ど
の
治
療
に
役
立
て
る
事

が
目
的
と
の
こ
と
で
し
た
。
各
議
案
に
つ

い
て
は
滞
り
な
く
議
決
さ
れ
閉
会
し
ま
し

た
。報

告　
日
鍼
会
代
議
員　
石
井
美
恵
子
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役員就任あいさつ

令和６年６月２日の通常総会にて役員改選が行われ、
15 名の先生方が各役職に就任されました。

会長　長谷川 栄一
鍼灸は大きな転機に来ています。
鍼灸の評価は年々高まっており、患者や医師からの期待も大きくなっています。
最近では、鍼灸と連携して治療効果を高めたいという医師や、
鍼灸を勉強したいという医師からの問い合わせが本会の事務局に届いています。
この様な状況の中、私たち鍼灸師は日々切磋琢磨し、
社会の期待に応えられるよう努力していきましょう。

長年にわたり財務を担当させていただいております。
近年の物価高騰、円安基調等により財政に余裕がありませんが、
各役員は会員の資質向上、また鍼灸の発展と国民の健康向上のため日々頑張っています。
会員の皆様にも会の行事の参加や協力をよろしくお願いします。

副会長　組織部長　児山 俊浩 
２０２４年６月２日の通常総会で引き続き副会長・組
織部長職を拝命いたしました。近年、鍼灸が徐々に国
民に認知がされてきている状況にたいへん嬉しく感じ
ております。しかしながら、鍼灸は発展するが、鍼灸
師は衰退するという事態にならないために、鍼灸の普
及と鍼灸師の資質向上の両方を進めていくことが重要

です。したがいまして、鍼灸の良さを知っていただく
活動とともに医療・災害・スポーツ等における鍼灸師
の活躍が拡がるよう進めてまいります。それにより愛
知県民の健康の保持増進につながると考えておりま
す。今後も会員の皆様のますますのご健勝とご多幸を
祈念いたしまして、ご挨拶とさせていただきます。

理事　学術部長　村田 守宏
この度、学術部長に留任いたしました村田守宏です。
（一社）愛知県鍼灸師会 学術部では２０１０年の発足
以降、一貫して「学と術の研鑽」に努めてまいりました。
具体的な活動といたしましては、年４～５回の講習会
や全国大会、三県合同研修会への参加、企画、運営な
どです。
２０２２年には、日本鍼灸会全国大会ＩＮあいちを、
２０２３年には三県合同研修会を名古屋市で開催させ
ていただきました。　　　　　　　　　　　　　　

理事　学術副部長　髙橋 日出子 
改めて、学術部副会長を任命された髙橋です。 
（一社）愛知県鍼灸師会を選んで下さった皆様に
学術として何を還元できるかを考え、昨年からワーク
ショップ形式を採り入れてみました。 
コロナの後遺症と言うべきなのか、残念ながら参加者
の数はまだ少ないです。 

本年度からは、①会員限定の講習会　②対面型講習会の
再開　③会員アンケートによる講師選択など新企画を
検討しています。
「会員の皆さんがメリットとなる講習会」を目指して！
学術部一同、一生懸命取り組ませていただきますので、
参加、ご協力のほど、どうぞよろしくお願いいたします。

理事　総務部長　池田 達
愛知県鍼灸師会創立以来、総務を拝命させていただい
ている池田です。これもひとえに、先生方のご支持を
たまわり、今期も理事に就かせていただきました。
ありがとうございます。
　「人にやさしい医療」である鍼灸は、東洋医学への
関心や人々の健康志向の高まりにより、近年ますます
注目を集めています。
　しかし、一方の統計によると、年間受療率が５.６%
と低く、また、一施術所当たりの月間受領者数は２４人

という極めて少ない人数であったと、森之宮医療大学
のレポートにありました。
　鍼灸業界は地盤沈下が始まっています。もはや我々
鍼灸師団体が、それぞれ危機意識をもってがんばろう、
立ち上がろうとの掛け声だけでは鍼灸医療の未来はあ
りません。鍼灸業界への危機回避の戦略を講ずる必要
な時が来ています。
　これは私一人でできる事ではありません。
先生方のお力を貸してください。

副会長　財務部長　山田 憲治

参加して良かったと思っていただける、
臨床に役立つものにしたいと考えています。 
前を見て講師の先生を聞くことも大切ですが
横を見てお互いに話ができる環境を作れたらと考えて
の２年間にしたいと思います。 
ご協力よろしくお願いします。　 

役員就任あいさつ 



役員就任あいさつ

前期に引き続き渉外部長の役職を担うことになりました。
今後とも鍼灸師の社会的地位向上に繫がる活動をしていきます。
当面は、令和 6年度公衆衛生関係功労者の推薦をしっかりとフォローアップしていきます。
微力ではございますが、どうぞよろしくお願いします。

理事　保険部長　廣畑 守
引き続き保険部長となりました廣畑守です。
会員の皆様のために精一杯がんばってまいります。
全国の鍼灸師で施術管理者として会に所属している鍼
灸師は約２割です。その２割の中の日本鍼灸師会健保
委員の役員方が、厚労省と向き合い鍼灸師ができるだ
け有利になるような交渉を進めています。
今年、6月と１０月に療養費の改正が行われます  。   

その情報を愛知県鍼灸師会の皆様に、いち早く提供し
ていきます。「個人請求では取り扱い方がわからない
から会に入っていて助かった」と思っていただけるよ
うにわかりやすく説明していきます。将来、鍼灸師の
区別化が行われた時、愛知県鍼灸師会に所属する鍼灸
師、施術管理者の保険取り扱いの恩恵が受けられるよ
う適正化を目指しがんばっていきましょう。

理事　ＩＴ部長　牧 正明

理事　広報普及部長　佐合 基樹 
【広報とは】企業・各種団体などが、施策や業務内容
などを広く一般の人に知らせること。また、その知ら
せ。（デジタル大辞泉より引用）　引き続き広報を担当
いたします。会報誌作成や業者との話し合いなどに努
めてまいりましたが「鍼灸を広く一般の人に知らせる」

理事　女性部長　石井 美恵子

理事　渉外部長　総務部副部長　長尾 茂

引き続き女性部長に拝命しました石井美恵子です。
現代社会を元気にするのは女性の力だとも言われています。
この愛鍼会を盛り上げるのも私達です。
皆様のお力添えをお願いいたします。

引き続き危機管理部長に拝命しました廣山洋子です。
今年元旦を鑑みても災害は何時発生するか分からないもの。日頃からほんの少しだけ意識しませんか？
発災時に鍼灸師ができる事はあります。愛鍼会の皆様のお力添えをお願いいたします。

引き続きホームページ等の更新・管理をしていきます。
ホームページでは、常に最新の研修会・講習会等をアップしていますので、常時確認していただきます様お願い申し上げます。
また、令和 6年 10 月には、料金改正・用紙変更で、用紙印刷ソフト等の変更もあります。
その際には、バージョンアップの作業を会員の皆様個々に、おこなっていただきますので、
ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

を、今後の課題にしていかねばと気を引き締めており
ます。鍼灸のよいところを伝えるためのご意見はいつ
でもお受けしておりますので、お気軽にご連絡くださ
い。

理事　危機管理部長　廣山 洋子 

今期も監事の任を拝しました。
本会の監査のみならず、社会環境における鍼灸業界の成長と発展を目標に、
行政などへのパイプ役としても力を尽くし、会員の利益となるよう役割を全うする所存です。
どうぞよろしくお願いいたします。

監事　林 尚臣 

引き続いて監事という重職を担わせていただく事となりました。
本会は会長はじめ理事諸氏が極めて適正に会務の運営に尽くされており、
幹事としても安心して業務及び会計の執行状況を見守ることができています。
もちろん今後も会務の執行状況を確実に見守ってまいりますので、会員の皆様、どうぞよろしくお願い申し上げます。

監事　坪内 一正 
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当
日
は
午
前
８
時
30
分
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受

付
開
始
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
４
年
前
に
受

付
場
所
と
な
っ
て
い
た
第
一
体
育
館
が
工
事

中
の
た
め
使
用
で
き
ず
、
陸
上
競
技
場
の
建

物
に
受
付
及
び
事
務
局
が
設
置
さ
れ
て
い
た

た
め
、
広
大
な
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
を
迷

い
な
が
ら
や
っ
と
到
着
す
る
は
め
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
開
会
式
も
陸
上
競
技
場
に

お
い
て
行
わ
れ
、
愛
知
、
岐
阜
、
三
重
、
静

岡
か
ら
総
数
一
八
一
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し

た
。
競
泳
、陸
上
競
技
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ
ス
、
ボ
ッ

チ
ャ
が
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
内
の
各
競
技
場

で
行
わ
れ
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
は
他
の
会
場
に
お

い
て
、
ゴ
ル
フ
お
よ
び
卓
球
は
前
も
っ
て
そ

れ
ぞ
れ
の
会
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
陸
上
競
技
終
了
後
に
ト
ラ
ッ
ク
で

行
わ
れ
た
表
彰
式
に
は
、
全
競
技
の
入
賞
者

が
次
々
と
表
彰
台
に
上
が
り
表
彰
を
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
11
月
11
日
（
土
）、
ス
ペ
シ
ャ
ル

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
愛
知
（
以
下
Ｓ
Ｏ

Ｎ
愛
知
と
表
記
）
に
よ
る
地
区
大
会
が
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
中
止
を
経
て
４
年
ぶ
り
に
豊

田
市
の
ト
ヨ
タ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
開
催
さ
れ
、Ｓ
Ｏ
Ｎ
愛
知
事
務
局
か
ら
の

依
頼
に
よ
り
、
本
会
か
ら
救
護
及
び
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・
コ
ー
ナ
ー
担
当
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
長
谷
川
会
長
、
山
田
、
池
田

及
び
坪
内
（
敬
称
略
）
の
４
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

さ
て
、
当
日
私
た
ち
の
ブ
ー
ス
に
施
術
を
受

け
に
来
場
さ
れ
た
ア
ス
リ
ー
ト
は
結
果
的
に

は
ゼ
ロ
で
し
た
。
大
会
運
営
的
に
は
、
け
が

人
が
出
な
く
て
良
か
っ
た
の
で
す
が
、
私
た

ち
と
し
て
は
い
さ
さ
か
消
化
不
良
な
気
分
で

し
た
。
主
催
側
ス
タ
ッ
フ
に
「
何
だ
か
競
技

見
物
と
お
弁
当
を
食
べ
に
来
た
み
た
い
で
申

し
訳
な
い
で
す
」と
お
伝
え
し
た
と
こ
ろ
、「
い

え
い
え
、
私
た
ち
に
と
っ
て
は
何
も
な
か
っ

た
こ
と
が
一
番
で
し
た
。
今
後
と
も
よ
ろ
し

く
願
い
し
ま
す
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
ア
ス
リ
ー
ト
の
ト
ラ

ブ
ル
対
応
だ
け
で
な
く
、
余
裕
が
あ
れ
ば
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
や
運
営
ス
タ
ッ
フ
な
ど
へ
の
鍼

灸
体
験
の
提
案
も
、
活
動
目
的
と
し
て
加
え

て
も
良
い
の
で
は
と
思
い
ま
し
た
。

報
告　
坪
内
一
正

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
愛
知

２
０
２
３
夏
季
地
区
大
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

会
場
：
ト
ヨ
タ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
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大
渋
滞
（
ベ
ッ
ド
３
台
）。
重
量
オ
ー
バ
ー
に

な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
に
２
名
掛
け
し
て
い

た
だ
い
て
６
名
で
あ
た
ふ
た
。
昨
年
か
ら
２

回
目
の
鍼
治
療
と
い
う
方
、
昨
年
気
持
ち
よ

か
っ
た
か
ら
と
御
友
人
を
連
れ
て
き
て
く
だ

さ
っ
た
方
、
カ
ル
テ
番
を
し
て
待
っ
て
く
れ

た
障
害
者
の
若
者
。
あ
っ
と
い
う
間
の
50
分
。

12
時
に
は
片
付
け
を
終
え
約
30
名
の
治
療
を

し
ま
し
た
。

障
害
者
の
方
の
治
療
は
少
な
か
っ
た
で
す
。

皆
さ
ん
そ
れ
な
り
に
満
足
し
て
、
帰
っ
て
行

か
れ
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
の
治
療
ス
タ
イ
ル
を
拝
見

す
る
こ
と
も
で
き
、
良
い
経
験
に
な
り
ま
し

た
。

報
告　
髙
橋
日
出
子

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
日
本
・
愛
知

第
12
回 

ジ
ョ
ギ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル  

鍼
灸
ケ
ア
ブ
ー
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
報
告

会
場
：
パ
ロ
マ
瑞
穂
ス
ポ
ー
ツ
パ
ー
ク
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
広
場
及
び
そ
の
周
辺

は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
す
が
、
し
っ
か
り
と

テ
ン
ト
を
張
っ
て
い
た
だ
け
て
い
ま
し
た
。

が
、
風
で
カ
ル
テ
は
舞
い
、
受
付
に
は
陽
が

差
し
、
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー
を
置
き
っ

ぱ
な
し
に
は
で
き
ず
で
し
た
。
た
だ
、
し
っ

か
り
し
た
グ
ラ
ン
ド
な
の
で
砂
埃
は
な
く
助

か
り
ま
し
た
。

大
会
開
始
の
10
時
ま
で
、
グ
ラ
ン
ド
の
一
角

で
ボ
ッ
チ
ャ
、
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
等
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
集
ま
っ
て
い
る
方
々

を
見
る
と
、
皆
さ
ん
障
害
者
と
い
う
わ
け
で

は
な
く
障
害
者
の
方
を
交
え
て
の
市
民
大
会

で
し
た
。
３
歳
ぐ
ら
い
か
ら
60
歳
代
位
の
方
々

が
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
距
離
も
七
〇
〇

メ
ー
ト
ル
〜
四
・
五
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
。

　
児
山
先
生
の
息
子
さ
ん
と
お
友
達
が
受
付

の
お
手
伝
い
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
出
走
前
に
い
ら

し
た
の
は
児
山
先
生
と
顔
見
知
り
の
方
。
奥

様
が
ジ
ョ
ギ
ン
グ
中
、
応
援
に
来
て
み
え
た

ご
主
人
が
治
療
に
み
え
、
他
の
先
生
が
治
療
。

一
緒
に
来
て
い
た
退
屈
そ
う
な
２
歳
児
。
ア

ト
ピ
ー
症
状
が
有
り
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
私

が
小
児
鍼
を
使
っ
て
治
療
。
ジ
ョ
ギ
ン
グ
出

走
後
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
を
治
療
。
昨

年
も
来
た
と
い
う
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

４
月
28
日
（
日
）
ジ
ョ
ギ
ン
グ
に
は
申
し
分

の
な
い
お
天
気
に
め
ぐ
ま
れ
ま
し
た
。
天
気

予
報
に
よ
る
と
最
高
気
温
30
度
を
超
え
る
か

も
だ
っ
た
の
で
す
が　
集
合
時
間
は
８
時
半

と
早
く
半
袖
で
は
少
し
寒
い
く
ら
い
で
し
た
。

受
付
で
い
た
だ
い
た
の
は　
ピ
ン
ク
の
Ｔ

シ
ャ
ツ
!?
私
に
は
着
た
こ
と
の
な
い
色
だ
っ

た
の
で
、
し
ば
し
絶
句
。
し
か
し
皆
さ
ん
周

り
は
ピ
ン
ク
。
鏡
は
見
ず
着
替
え
ま
し
た
。

こ
の
大
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す
る
の

た
。
出
走
し
た
な
と
思
っ
た
ら
15
分
ほ

ど
で
第
一
陣
が
戻
っ
て
こ
ら
れ
、
脚
が

つ
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
方
が
付
き
添

い
の
方
と
お
み
え
に
な
り
ま
し
た
。
坪

内
先
生
が
状
況
判
断
さ
れ
、
鍼
治
療
が

初
め
て
だ
と
お
っ
し
ゃ
る
の
で
鍼
は
せ

ず
、
小
児
鍼
と
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
対
応
し

て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

11
時
頃
に
は
皆
さ
ん
戻
っ
て
こ
ら
れ
、

頚
、
肩
、
腰
、
下
肢
の
痛
み
の
治
療
で
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い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
（
一
社
）
愛
知
県
鍼
灸
師
会
か
ら
は
廣
畑
守

先
生
が
お
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
。「
開
院
し
て

30
年
以
上
に
な
る
が
、
開
業
し
て
数
年
後
、

急
性
腰
痛
で
男
性
40
歳
に
単
刺
治
療
を
し
て

い
る
う
ち
に
突
然
倒
れ
、
貧
血
を
起
こ
し
た
。

白
湯
を
飲
ま
せ
、
数
十
分
休
ん
だ
ら
回
復
さ

れ
た
。」　
教
訓
と
し
て
、
施
術
前
に
患
者
様

と
の
信
頼
、
鍼
灸
施
術
へ
の
安
心
感
を
得
る

こ
と
が
大
事
で
あ
り
、
刺
激
量
に
配
慮
す
る

と
同
時
に
、
患
者
様
を
安
全
な
体
位
に
し
て

施
術
を
お
こ
な
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
、

参
加
し
た
先
生
全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
三
重
県
鍼
灸
師
会
か
ら
は
松
山
真
理
子
先
生

か
ら
二
題
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
題
目
は
、「
60
代
女
性
が
右
股
関
節
痛
で

来
院
さ
れ
た
。
当
院
に
訪
れ
る
前
に
、
他
の

鍼
灸
院
に
通
院
し
て
い
た
が
改
善
せ
ず
、
施

術
後
痛
み
が
増
幅
し
、
徐
々
に
回
復
す
る
が
、

再
び
施
術
す
る
と
痛
み
が
増
幅
す
る
の
で
あ

る
。
そ
の
先
生
か
ら
は
『
好
転
反
応
』
と
言

第
56
回
三
県
合
同
研
修
会
が
、
ウ
イ
ン
ク
あ

い
ち
に
お
い
て
11
月
26
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。　
今
回
は
「
あ
る
あ
る
ヒ
ヤ
リ

ハ
ッ
ト
」「
鍼
灸
メ
ー
カ
ー
、
代
理
店
か
ら
見

た
鍼
灸
師
像
」「
豪
鍼
や
温
灸
器
を
使
っ
た
戦

場
鍼
（
Ｂ
Ｆ
Ａ
）
の
実
技
講
演
」
の
三
題
で

し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１
の
「
あ
る
あ
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
」
は
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
の
各
師
会
の
先

生
方
の
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
経
験
を
お
話
し
し
て

わ
れ
、
信
じ
て
治
療
を
継
続
し
て
い
た
。
当

院
に
て
触
診
を
行
っ
た
と
こ
ろ
右
臀
部
に
異

常
な
硬
結
に
触
れ
た
の
で
、
整
形
外
科
受
診

を
依
頼
し
た
。
そ
の
結
果
、
骨
盤
内
腫
瘍
が

見
つ
か
り
、
４
か
月
後
に
逝
去
さ
れ
た
。」　

教
訓
と
し
て
、
東
洋
医
学
・
代
替
医
療
の
信

用
し
す
ぎ
は
危
険
で
あ
り
、
適
応
症
と
禁
忌

症
の
鑑
別
が
重
要
で
あ
る
と
、
参
加
し
た
先

生
全
員
で
共
有
し
ま
し
た
。

　
二
題
目
は
、
鍼
柄
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
豪

鍼
を
置
鍼
し
た
状
態
で
台
座
灸
を
し
た
場
合
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
鍼
柄
が
溶
け
て
落
ち
、
火

傷
や
抜
鍼
が
困
難
に
な
る
症
例
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

　
岐
阜
県
鍼
灸
師
会
か
ら
は
藤
吉
徳
孝
先
生
か

ら
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
肩
井
に
刺
鍼
（
接

触
鍼
）
の
み
で
、
貧
血
を
起
こ
し
た
症
例
や
、

施
灸
し
よ
う
と
ラ
イ
タ
ー
に
点
火
し
た
時
、

施
術
中
の
患
者
様
で
な
く
、
隣
の
ベ
ッ
ド
の

患
者
様
が
「
熱
い
」
と
叫
ば
れ
た
症
例
。
腹

部
を
触
診
し
て
い
て
異
常
を
感
じ
、
医
師
の

診
断
を
依
頼
し
た
結
果
、
膀
胱
が
ん
ス
テ
ー

ジ
４
で
あ
っ
た
症
例
な
ど
、
い
く
つ
か
の
ヒ

ヤ
リ
ハ
ッ
ト
症
例
が
あ
り
ま
し
た
。

愛
知
県
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
か
ら
は
近
藤

健
児
先
生
か
ら
二
題
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
一
題
目
は
、
台
座
灸
や
間
接
灸
を
施
術
す

る
際
に
、
体
位
に
よ
っ
て
灰
が
落
ち
た
り
、

お
灸
自
体
が
落
ち
た
り
し
て
火
傷
に
な
っ
た

症
例
で
し
た
。二
題
目
は
、パ
イ
オ
ネ
ッ
ク
ス
、

円
皮
鍼
の
鍼
が
剥
が
れ
、
皮
膚
に
刺
さ
っ
た

状
態
が
数
日
続
い
た
と
い
う
症
例
で
し
た
。

　
本
日
参
加
さ
れ
た
先
生
全
員
、
何
ら
か
の

ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
症
例
や
過
失
症
例
の
経
験
が

あ
り
、
そ
れ
ら
の
症
例
か
ら
得
た
教
訓
が
生

か
さ
れ
て
現
在
が
あ
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
教
訓
を
鍼
灸
師
全
員
が
共
有
す
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
、
今
回
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
判
り
、
今
後
も
こ
の
よ
う
な
機

会
を
継
続
し
て
開
催
し
た
い
と
思
う
ひ
と
と

き
で
し
た
。

池
田　
達

▼ 三重県鍼灸師会　松山先生（中央）

会
場
：
ウ
イ
ン
ク
あ
い
ち

第
56
回

三
県
合
同
研
修
会

三
県
（
愛
知
・
岐
阜
・
三
重
）
の
鍼
灸

師
会
が
年
に
一
度
、
持
ち
回
り
で
開
催

す
る
合
同
研
修
会
。
今
回
は
本
会
が
主

催
師
会
で
し
た
。
３
つ
の
演
題
に
つ
い

て
、
参
加
さ
れ
た
先
生
方
に
感
想
を
執

筆
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
１

【
あ
る
あ
る
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
】

▼ 岐阜県鍼灸師会　藤吉先生（右）

▼ 愛知県鍼灸マッサージ師会　近藤先生
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セ
ル
フ
ケ
ア
の
す
す
め
を
提
供
す
る
事
も
必

要
で
あ
る
と
の
お
話
し
を
さ
れ
た
。

メ
イ
プ
ル
名
古
屋
の
井
上
さ
ん
は
、
こ
れ
か

ら
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
時
代
に
な
る
の
で
は

な
い
か
。
鍼
灸
に
つ
い
て
も
ど
の
鍼
灸
師
の

施
術
を
受
け
る
の
か
と
い
う
鍼
灸
師
を
選
択

す
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
地
域
の
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
顔
を
知
っ
て
も
ら
う
べ
き
、

と
お
話
し
さ
れ
た
。

２
．
営
業
マ
ン
か
ら
見
た
で
き
る
鍼
灸
師
の

共
通
点

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
廣
部
さ
ん
は
、
ウ
イ
ン
ウ

イ
ン
の
関
係
が
築
け
る
鍼
灸
師
と
な
り
、
患

者
、
販
売
店
、
メ
ー
カ
ー
な
ど
平
等
に
接
す

る
こ
と
が
で
き
る
人
間
力
が
必
要
で
は
な
い

か
と
話
さ
れ
た
。

メ
イ
プ
ル
名
古
屋
井
上
さ
ん
は
、
良
い
企
業

の
条
件
で
あ
る
患
者
さ
ん
目
線
で
サ
ー
ビ
ス

を
考
え
る
、と
説
き
、セ
イ
リ
ン
武
田
さ
ん
は
、

や
は
り
ウ
イ
ン
ウ
イ
ン
の
関
係
を
生
み
出
せ

る
鍼
灸
師
は
成
功
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

最
後
は
人
間
性
が
重
要
と
述
べ
ら
れ
た
。

鍼
灸
の
資
質
向
上
は
大
前
提
の
こ
と
、
人
間

性
や
人
柄
が
人
を
引
き
付
け
、
患
者
さ
ん
か

ら
の
人
気
が
出
る
。
そ
れ
が
イ
コ
ー
ル
成
功

に
つ
な
が
る
こ
と
と
思
っ
た
。
総
じ
て
言
え

る
こ
と
は
、
人
間
性
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
が
必
要
と
感
じ
、
鍼
灸
師
と
し
て
の

勉
強
は
も
ち
ろ
ん
、
幅
広
い
知
識
と
雑
学
、

相
手
目
線
で
話
が
で
き
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
、
と
感
じ
た
。

廣
畑　
守

主
に
東
海
地
方
で

お
世
話
に
な
っ
て

い
る
鍼
灸
関
連
会

社
か
ら
、
セ
イ
リ

ン
株
式
会
社
営
業

部
の
武
田
典
嗣
氏
、

株
式
会
社
ミ
ル

キ
ー
ウ
ェ
イ
代
表

取
締
役
社
長
の
廣

部
光
雄
氏
、
株
式

会
社
メ
イ
プ
ル
名

古
屋
企
画
部
の
井

上
尚
子
氏
の
３
名

を
演
者
に
迎
え
、

２
つ
の
質
問
に
つ

い
て
語
っ
て
い
た

だ
い
た
。

１
．
こ
れ
か
ら
の
鍼
灸
師
に
必
要
な
事
（
ト

レ
ン
ド
や
業
界
の
流
れ
を
考
え
る
）

ま
ず
、
セ
イ
リ
ン
の
武
田
さ
ん
か
ら
は
業
界

外
に
目
を
向
け
る
事
と
、
技
術
面
に
つ
い
て

患
者
様
に
触
れ
る
こ
と
を
お
話
し
さ
れ
た
。

ミ
ル
キ
ー
ウ
ェ
イ
の
廣
部
さ
ん
か
ら
は
他
業

界
と
同
様
、
勝
ち
組
と
負
け
組
の
2
極
化
が

進
ん
で
行
く
と
い
う
危
機
感
を
持
つ
べ
き
と

の
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
物
販
商
品
や

　
私
に
は
驚
く
こ
と
が
３
つ
あ
り
ま

し
た
。先
ず
は
講
師
。題
名
か
ら
か
っ

ぷ
く
の
よ
い
先
生
を
想
像
し
て
い
た

ら
、
た
お
や
か
で
柔
軟
性
の
あ
る
先

生
で
し
た
。

最
初
に
松
浦
先
生
が
強
調
さ
れ
た
こ

と
は
３
つ
あ
り
ま
す
。【
１
．
医
師

に
鍼
灸
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と　

２
．
医
師
に
鍼
灸
を
体
験
し
て
も
ら

う
こ
と　
３
．
医
師
と
鍼
灸
師
が
共

通
言
語
を
持
つ
こ
と
】　
総
じ
て
メ

デ
ィ
カ
ル
鍼
灸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
構

築
し
た
い
た
め
に
、
取
り
入
れ
た
治

療
法
と
し
て
使
用
し
て
い
る
と
の
お

話
が
あ
り
ま
し
た
。
方
法
は
違
う
と

し
て
も
、
こ
れ
は
今
後
の
鍼
灸
師
会

に
も
必
要
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　
２
点
目
は
戦
場
鍼
そ
の
も
の
が
私

の
概
念
と
全
く
違
う
物
で
あ
っ
た
こ

と
で
す
。

中
国
で
見
て
き
た
戦
場
で
行
わ
れ
る

腕
踝
鍼
（
わ
ん
か
し
ん
）
の
よ
う
に

衣
類
の
着
脱
が
い
ら
ず
、
時
間
、
場

所
、
環
境
の
制
約
を
受
け
な
い
方
法

だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

腕
踝
鍼
と
は
手
首
足
首
６
カ
所
に
経

穴
を
定
め
、
経
絡
と
い
う
よ
り
は
デ

ル
マ
ト
ー
ム
を
応
用
し
た
鍼
法
で

す
。主
に
疼
痛
に
関
し
て
使
い
ま
す
。

平
時
で
あ
れ
ば
内
科
、
外
科
、
婦
人

科
、
皮
膚
科
、
耳
鼻
科
、
神
経
科
等

の
病
に
体
鍼
療
法
に
追
加
し
て
使
わ

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
戦
場
鍼
も

確
か
に
耳
に
鍼
を
打
つ
だ
け
な
の

で
、
こ
れ
を
学
ん
だ
先
生
の
元
に
行

き
さ
え
す
れ
ば
制
約
の
少
な
い
方
法

で
は
あ
り
ま
す
。

適
応
症
で
は
な
く
効
果
を
期
待
す
る

症
状
と
し
て
急
性
お
よ
び
慢
性
疼
痛

症
候
群
、
片
頭
痛
、Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
、
う

つ
病
・
不
安
、
ス
ト
レ
ス
誘
発
性
無

関
心
と
不
眠
症
、
術
前
・
術
後
疼
痛

補
助
を
治
療
す
る
の
だ
と
知
り
ま
し

た
。

　
３
点
目
は
上
記
の
ど
の
疾
患
に
も

同
じ
５
点
に
順
序
に
し
た
が
っ
て
鍼

を
刺
す
事
で
す
。
N
H
K
で
見
た
と

き
は
慢
性
腰
痛
だ
っ
た
の
で
、
耳
鍼

穴
の
神
門
と
内
分
泌
、
扁
桃
体
と
脳

点
さ
ら
に
１
点
に
鍼
を
し
た
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
紹
介
さ

れ
た
経
穴
は
、
帯
状
回
、
視
床
、
オ

メ
ガ
２
、
原
点
（
ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト
）

の
神
門
で
し
た
。
私
た
ち
東
洋
医
学

に
か
か
わ
っ
て
い
る
者
と
し
て
は

少
々
面
白
さ
が
足
り
な
い
と
言
う

か
、
そ
れ
だ
け
で
す
か
？
と
い
う
感

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２

【
鍼
灸
メ
ー
カ
ー
、代
理
店

　
　
　
か
ら
見
た
鍼
灸
師
像
】

実
技
講
演 

「
豪
鍼
や
温
灸
器
を
使
っ
た
戦
場
鍼（
Ｂ
Ｆ
Ａ
）の
実
技
講
演
」

▲セイリン・武田氏 ▲メイプル名古屋・井上氏 ▲ミルキーウェイ・廣部氏

講
師
：
松
浦
哲
也
先
生

と
よ
た
鍼
灸
サ
ロ
ン
Ｈ
Ａ
Ｌ　
最
高
技
術
責
任
者　
松
浦
鍼
灸
院　
院
長

日
本
Ａ
Ｓ
Ｐ
セ
ラ
ピ
ー
普
及
協
会　
副
会
長

じ
で
し
た
。
し
か
し
、
医
師
に
鍼
灸

に
近
づ
い
て
も
ら
う
た
め
の
ツ
ー
ル

と
し
て
は
悪
く
な
い
方
法
で
し
ょ

う
。

　
実
技
で
は
私
も
温
灸
器
を
用
い
た

戦
場
鍼
を
体
験
し
ま
し
た
。
特
に
痛

み
の
あ
る
場
所
が
あ
っ
た
わ
け
で
は

な
い
の
で
体
験
後
に
変
化
は
感
じ
ら

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
耳
尖
に
あ
る

オ
メ
ガ
２
は
15
分
ほ
ど
温
か
み
が

残
っ
て
い
ま
し
た
。
毫
鍼
は
３
番
以

上
の
太
さ
が
必
要
で
A
S
P
（
専
用

の
鍼
）
を
使
う
時
に
は
痛
み
に
過
敏

な
人
は
だ
め
で
あ
る
事
を
考
え
る

と
、
無
意
識
で
は
あ
っ
て
も
体
は
痛

み
と
し
て
感
じ
る
必
要
の
あ
る
鍼
法

で
あ
る
よ
う
だ
と
思
い
ま
し
た
。
５

名
の
先
生
が
毫
鍼
を
体
験
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
痛
み
症
状
は
ど
う
だ
っ
た

の
か
先
生
方
の
抜
鍼
後
（
３
日
後
）

の
感
想
が
聞
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙
橋  

日
出
子

▶ 

耳
鍼
の
施
術
前
に
は
し
っ
か
り
と

前
揉
を
行
う
必
要
が
あ
る

▶
参
加
者
同
士
で
電
子
灸
と

鍼
を
用
い
た
体
験
を
行
っ
た
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学
術
講
習
会  

感
想

「
よ
い
学
び
の
場
に
な
っ
た
」「
中
医
学
、
経

絡
治
療
な
ど
様
々
な
勉
強
に
な
っ
た
」「
こ
ん

な
形
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ら
楽
し
い
」「
始

ま
る
ま
で
不
安
だ
っ
た
が
、
実
際
は
楽
し
く

て
勉
強
に
な
っ
た
」
と
臨
床
歴
20
年
以
上
の

参
加
者
が
、
口
々
に
高
評
価
の
感
想
を
述
べ

た
今
回
の
学
術
講
習
会
。
久
し
ぶ
り
の
会
場

参
加
型
に
な
り
、
学
術
部
の
新
た
な
試
み
と

す
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
企
画
は
、

あ
ら
た
め
て
先
生
方
が
ど
の
よ
う
に
臨
床
に

向
か
っ
て
い
る
か
を
知
る
よ
い
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

今
回
は
９
名
の
参
加
者
が
あ
り
、
５
人
と
４

人
の
二
つ
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
け
て
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
話
し
合
い
、
ま
と
め
た
も
の
を
テ
ー

ブ
ル
ご
と
に
発
表
す
る
形
が
取
ら
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は
「
腰
痛
に
対
す
る
問
診
」「
コ
ロ
ナ

の
後
遺
症
に
つ
い
て
」
の
二
項
目
で
す
。

「
腰
痛
に
対
す
る
問
診
」
で
は
西
洋
医
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
な
く
東
洋
医
学
的
な
問
診

法
と
身
体
の
診
方
な
ど
、
鍼
灸
師
ら
し
い
方

法
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
整
形

外
科
的
な
痛
み
だ
け
で
な
く
、
女
性
特
有
の

疾
患
や
内
科
疾
患
か
ら
の
痛
み
、
心
理
的
な

要
素
を
含
む
痛
み
に
も
対
応
す
る
必
要
が
あ

り
、
レ
ッ
ド
フ
ラ
ッ
グ
を
見
落
と
さ
な
い
こ

と
に
も
言
及
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ほ
か
に
も

長
年
の
治
療
経
験
則
や
、
実
際
に
患
者
と
向

き
合
う
こ
と
に
よ
る
そ
の
場
の
イ
ン
ス
ピ

レ
ー
シ
ョ
ン
が
意
外
と
大
事
、
な
ど
の
意
見

も
あ
り
ま
し
た
。
何
よ
り
も
今
ま
で
学
ん
で

き
た
基
本
の
問
診
を
、
確
実
に
行
う
こ
と
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。     aa

「
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
に
つ
い
て
」
で
は
主
に
咳

や
倦
怠
感
な
ど
を
訴
え
る
患
者
に
つ
い
て
話

題
が
上
り
、
治
療
す
る
こ
と
で
経
過
が
良
好

な
こ
と
が
多
く
、
鍼
灸
の
適
応
範
囲
の
広
さ

を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
れ
を
世
間
的
に
知
ら
し
め
る
こ
と
が
で
き

う
る
な
ら
ば
、
患
者
の
獲
得
に
も
つ
な
が
る

の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
も
出
て
い
ま
し
た
。

２
つ
の
テ
ー
マ
に
限
ら
ず
、
治
療
方
法
や
東

洋
医
学
観
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
か
ら
日

常
の
臨
床
経
験
談
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
話
で

盛
り
上
が
り
、
あ
っ
と
い
う
間
の
３
時
間
。

久
し
ぶ
り
に
鍼
灸
を
専
業
と
す
る
先
生
方
の

濃
密
な
内
容
に
お
ぼ
れ
て
し
ま
う
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
で
し
た
（
私
は
聞
き
役
に
回
る

こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
す
け
れ
ど
）。
講
義

を
聞
く
だ
け
の
受
け
身
型
で
は
な
く
、
積
極

参
加
型
も
と
て
も
面
白
い
も
の
で
す
。

た
だ
、
も
ろ
手
を
挙
げ
て
絶
賛
す
る
わ
け
で

は
な
く
、進
行
方
法
や
内
容
、フ
ァ
シ
リ
テ
ー

タ
ー
の
役
割
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
内
容
を
ブ

ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
る
と
も
感

じ
ま
し
た
。

だ
れ
も
批
判
す
る
こ
と
な
く
お
互
い
の
意
見

を
尊
重
し
受
け
入
れ
、
さ
ら
に
次
の
話
題
が

弾
み
、
鍼
灸
の
多
様
な
考
え
方
に
気
づ
く
。

今
回
ほ
ど
明
日
の
臨
床
に
役
立
つ
企
画
と
感

じ
た
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
こ

の
よ
う
な
機
会
は
学
生
や
臨
床
で
悩
め
る
方

の
新
し
い
道
筋
を
見
つ
け
る
き
っ
か
け
と
な

り
、
臨
床
歴
の
長
短
に
関
わ
ら
ず
世
代
が
違

う
方
と
交
流
す
る
こ
と
で
、
よ
い
刺
激
に
な

り
学
び
あ
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
か
な
う
な
ら
ば
学
術
講
習
会
と
は
別
の

枠
で
の
開
催
を
望
み
ま
す
。

佐
合
基
樹

第
75
回　
学
術
講
習
会

令
和
６
年
3
月
3
日　

　「
臨
床
経
験
豊
富
な
先
生
を

囲
ん
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
し
よ
う
！
」

会
場
：
松
浦
会
計
セ
ン
タ
ー

「
腰
痛
に
対
す
る
問
診
」

「
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
に
つ
い
て
」

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
１
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今
回
の
参
加
者
は
、
６
名
。
理
事
５
名
と
準

会
員
１
名
と
い
う
メ
ン
バ
ー
で
す
。
テ
ー
マ

は
「
ツ
ボ
の
選
穴
・
使
い
方
〜
肺
経
か
ら
小

腸
経
ま
で
〜
」　
当
初
は
、
２
組
に
分
か
れ

て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
お
こ
な
う
予
定
で
し

た
が
、
少
人
数
の
た
め
１
グ
ル
ー
プ
で
実
施

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ス
タ
ー
ト
時
間

が
総
会
終
了
15
分
後
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

前
回
の
講
習
会
（
３
月
３
日
）
同
様
、
茶
話

会
式
の
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
ほ
っ
と
で

き
て
、
と
て
も
あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
た

だ
そ
れ
が
高
じ
た
の
か
、
終
始
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
過
ぎ
て
、
意
見
交
換
会
は
本
題
か
ら
外
れ
、

臨
床
雑
談
会
へ
・
・
・
。　
ゴ
メ
ン
ナ
サ
イ
！ 

以
下
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
内
容
を
ま
と
め

ま
す
。（
こ
れ
は
、
こ
れ
で
よ
か
っ
た
？
）

・
経
絡
と
は
、
経
脈
と
絡
脈
の
総
称
。

・
臨
床
で
は
、
陽
経
は
硬
結
、
陰
経
は
陥
凹

と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
多
い
。

・
心
包
経
の
内
関
は
、
血
管
炎
に
よ
く
効
く
。

・
鍉
鍼
も
臨
床
で
は
有
用
で
あ
る
。

・
５
月
19
日
に
放
映
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

ル
『
東
洋
医
学
を〝
科
学
〞
す
る
〜
鍼
灸
・

漢
方
薬
の
新
た
な
世
界
〜
』
は
、
患
者
さ
ん

の
反
響
が
大
き
か
っ
た
が
、
番
組
内
で
お
こ

な
わ
れ
て
い
た
脈
診
は
、
一
般
の
方
に
は
占

い
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

・
脈
診
だ
け
で
証
を
決
定
す
る
こ
と
は
、
誤

診
に
つ
な
が
る
危
険
性
が
あ
る
。
四
診
参
合

が
よ
い
。

・
最
近
、
帯
状
疱
疹
で
受
診
さ
れ
る
方
が
増

え
て
い
る
。
ヘ
ル
ペ
ス
後
神
経
痛
も
含
め
、

鍼
灸
は
こ
の
疾
患
に
効
果
的
で
あ
る
と
思

う
。                                               

・
開
業
に
関
す
る
行
政
の
視
察
は
、
市
町
村

に
よ
っ
て
ず
い
ぶ
ん
違
う
。
指
導
が
厳
し
く
、

改
築
さ
れ
た
知
人
の
臨
床
家
も
み
え
た
。

・
廃
鍼
な
ど
医
療
廃
棄
物
の
価
格
は
、
業
者

に
よ
っ
て
か
な
り
開
き
が
あ
る
。
本
会
事
務

局
に
問
い
合
わ
せ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
推

薦
業
者
を
お
伝
え
す
る
。

今
回
得
た
、
気
づ
き
と
反
省
点
を
次
回
に
生

か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ん
、
今
後
も
講
習
会
へ
の
ご
参

加
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す

村
田
守
宏

今
回
は
参
加
者
が
少
な
く
６
名
で
し
た
。

卒
業
さ
れ
て
開
業
さ
れ
た
準
会
員
さ
ん
も

参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
経
絡
、
虚

実
を
ど
の
よ
う
に
患
者
様
に
説
明
す
る
の

か
な
ど
が
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
放
送
を
見
て
経
脉
診
に
よ
る
占
い
の
よ

う
な
扱
い
だ
っ
た
こ
と
、
最
近
ヘ
ル
ペ
ス

ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る
患
者
が
増
え
て
い
る
よ

う
だ
と
言
う
よ
う
な
こ
と
が
話
さ
れ　
主

題
に
沿
う
話
は
あ
ま
り
進
み
ま
せ
ん
で
し

た
。 

今
後
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
方
々
に
参
加

い
た
だ
き
、
自
分
の
診
療
と
の
違
い
、
共

通
点
、
新
発
見
な
ど
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

髙
橋
日
出
子

第
76
回　
学
術
講
習
会

令
和
６
年
6
月
2
日　

　「
臨
床
経
験
豊
富
な
先
生
を

囲
ん
で
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
し
よ
う
！
」

会
場
：
松
浦
会
計
セ
ン
タ
ー

「
ツ
ボ
の
選
穴
・
使
い
方

　
　
〜
肺
経
か
ら
小
腸
経
ま
で
〜
」　

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
２
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能登半島地震
　
令
和
６
年
２
月
18
日（
日
）に
石
川
県

金
沢
市
郊
外
に
あ
る
「
い
し
か
わ
総
合

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
」
で
の
鍼
灸
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
参
加
し
て
き
ま
し

た
。日
本
鍼
灸
師
会
と
全
日
本
鍼
灸

マ
ッ
サ
ー
ジ
師
会
が
設
立
し
た
「
災
害

支
援
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
合
同
委
員
会 
(

Ｄ
Ｓ
Ａ
Ｍ
：Disaster Support Acu-
puncture M

asseur Joint Com
m
it-

tee)

」へ
活
動
の
申
し
込
み
を
行
い
、
派

遣
の
決
定
通
知
後
に
各
自
現
地
集
合
で

す
。今
回
の
参
加
者
は
７
名
で
、
岡
山
か

ら
４
名
、新
潟
、福
井
か
ら
各
１
名
、愛

知
か
ら
佐
合
と
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
い

ま
し
た
。こ
の
日
は
10
代
か
ら
90
代
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
の
17
名
が
受
療
、
ま

た
大
き
な
ア
リ
ー
ナ
内
に
設
置
さ
れ
た

▶ 

参
加
者
の
皆
さ
ん

▶ 

私
が
問
診
中
、こ
の
方
は
鍼
灸
が
初
め
て
で
し
た

災
害
時
鍼
灸
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

行
っ
て
き
ま
し
た

居
室
と
な
る
テ
ン
ト
内
で
の
訪
問
施
術

も
数
人
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
当
時
は
97
名
が
避
難
さ
れ
て
い
ま
し

た
、
多
い
時
は
２
５
０
名
と
の
こ
と
で

し
た
）

　
施
術
の
流
れ
は
受
付
で
カ
ル
テ
に
氏

名
な
ど
必
要
事
項
を
記
入
し
、血
圧
、体

温
チ
ェ
ッ
ク
、
簡
単
な
問
診
の
後
に
施

術
と
い
う
流
れ
で
あ
り
、
日
ご
ろ
仕
事

と
し
て
行
っ
て
い
る
こ
と
と
大
差
は
あ

り
ま
せ
ん
。時
間
は
約
20
〜
30
分
と
し
、

施
術
方
法（
鍼
灸
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
）は
担

当
者
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
ま
す
が
、
身
体
に

負
担
の
か
か
ら
な
い
程
度
の
刺
激
に
収

ま
る
よ
う
気
を
つ
け
て
行
い
ま
す
。活

動
時
間
は
９
時
45
分
か
ら
16
時
ま
で
で

お
昼
は
交
替
で
取
り
ま
す
。今
回
は
16

時
30
分
過
ぎ
に
は
終
了
し
解
散
し
ま
し

た
。

　
施
術
用
品
は
過
不
足
な
く
す
べ
て
準

備
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
お
灸
は
火
が

使
え
な
い
た
め
か
貼
る
タ
イ
プ
の
み
で

し
た
。こ
ち
ら
か
ら
持
参
す
る
の
は
バ

ス
タ
オ
ル
を
２
枚
だ
け
で
、
身
一
つ
で

活
動
で
き
ま
す
。

被
災
地
だ
か
ら
と
気
負
わ
ず
、
い
つ
も

の
よ
う
に
施
術
す
る
の
み
で
す
が
、
治

療
す
る
ん
だ
！
の
気
持
ち
は
控
え
め

に
。せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
つ
い
で
に
観
光

も
し
て
名
物
で
も
食
べ
よ
う
か
な
（
こ

れ
も
地
域
支
援
に
な
り
ま
す
）
も
い
い

と
思
い
ま
す
。

　
Ｄ
Ｓ
Ａ
Ｍ
の
活
動
は
４
月
末
を
も
っ

て
終
了
し
ま
し
た
。原
稿
執
筆
時
点
（
５

月
初
旬
に
お
い
て
）
で
現
地
の
ニ
ー
ズ

が
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
活
動

は
地
域
の
鍼
灸
師（
鍼
灸
師
会
）に
バ
ト

ン
タ
ッ
チ
し
て
い
き
ま
す
。ま
だ
ま
だ

復
興
に
は
時
間
が
か
か
り
、
避
難
中
の

方
や
支
援
を
す
る
方
た
ち
は
多
く
残
さ

れ
て
い
ま
す
。今
後
も
単
発
的
に
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
る
予
定
と
聞

い
て
い
ま
す
。機
会
が
あ
れ
ば
現
地
に

赴
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
被
災
さ
れ

た
皆
様
の
平
穏
な
日
常
が
早
く
戻
る
こ

と
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

報
告
：
佐
合
基
樹

▶ 

1.5
次
避
難
所
の
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

▶ 

ベ
ッ
ド
は
ロ
ビ
ー
の
壁
際
に
設
置
。

活
動
終
了
後
は
手
分
け
し
て
片
づ
け
ま
す
。

※

今
回
も
含
め
、活
動
内
容
は
日
本
災

害
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
連
絡
協
議
会

（JLCDAM

）
の
Ｈ
Ｐ
に
報
告
が
あ

が
っ
て
い
ま
す
の
で
、合
わ
せ
て
ご
一

読
く
だ
さ
い
。

※

災
害
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
Ｈ
Ｐ
に
は
活
動
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。活
動
さ
れ
る

方
は
必
読
で
す
。

※

（
公
社
）
石
川
県
鍼
灸
師
会
で
は

【「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」に
対
す

る
石
川
県
鍼
灸
師
会
活
動
報
告
】　
と

し
て
動
画
が
作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
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意見交流会／保険取り扱い研修会／定例理事会

●
定
例
理
事
会
報
告

◆
2
0
2
3
年
12
月
10
日　
令
和
5
年
度

第
2
回（
一
社
）愛
知
県
鍼
灸
師
会
理
事
会

事
務
局
お
よ
び
W
e
b
会
議（
Z
O
O
M
）10
時
〜
12
時

出
席（
理
事
監
事
）会
場
6
名
、W
e
b
3
名
、計
9
名

委
任
出
席
4
名
、オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
な
し　

議
事
記
録
人
：
池
田　
達

★
報
告
事
項
／
各
部
報
告

【
学
術
部
：
高
橋
】三
県
合
同
研
修
会
報
告

【
広
報
部
：
佐
合
】あ
い
し
ん
l
e
t
t
e
r
9
号
完
成
発
刊
、

次
号
に
つ
い
て

【
組
織
部
：
児
山
】
会
員
数
報
告　
正
会
員
94
名　
準
会
員
12

名　
学
生
会
員
15
名　
休
会
者
9
名

【
保
険
部
：
廣
畑
】
保
険
取
り
扱
い
報
告
、
日
鍼
会
保
険
部
長

会
議
報
告

【
総
務
部
：
池
田
】
S
O
N
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告
、
議
員
紹
介

に
つ
い
て

【
渉
外
部
：
長
尾
】愛
知
県
新
型
コ
ロ
ナ
感
謝
状
贈
呈
式
報
告

【
I
T
部
：
牧
】Ｈ
Ｐ
に「
毎
月
８
、
９
日
は
は
り
、
き
ゅ
う
の

日
」の
掲
載
を
行
っ
た

【
そ
の
他
：
長
谷
川
】中
部
大
学
C
A
A
C
に
つ
い
て
報
告

★
議
案

・
令
和
5
年
12
月
16
日
に
豊
田
市
医
師
会
主
催
勉
強
会
高
杉

医
師
か
ら
の
紹
介
あ
り
↓
長
谷
川
、池
田
が
出
席
予
定

・
愛
知
県
医
師
会
主
催
医
療
福
祉
介
護
分
野
で
の
I
C
T
活

用
術
（
講
演
会
）↓
長
谷
川
出
席
予
定
／
い
ず
れ
の
講
習
会
も

今
後
の
鍼
灸
師
発
展
の
た
め
に
出
席
を
お
願
い
す
る

・
学
術
部
の
今
後
の
日
程
や
演
者
に
つ
い
て
（
高
橋
）↓
告
知

は
早
め
に
お
願
い
し
て
ほ
し
い
。

鍼
灸
師
の
質
を
上
げ
る
た
め
の
方
策
を
考
え
て
い
る
。会
場

確
保
に
つ
い
て
と
今
後
の
計
画
を
検
討
。

・
保
険
研
修
会
（
廣
畑
代
理
長
谷
川
）↓
令
和
6
年
1
月
28
日

に
W
e
b
開
催
予
定

・
A
P
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Z
o
o
m
勉
強
会
に
つ
い
て
（
長
谷

川
）↓
精
神
科
医
と
鍼
灸
師
と
の
勉
強
会
な
の
で
興
味
の
あ

る
会
員
に
連
絡
す
る

・
80
歳
以
上
の
会
員
会
費
免
除
に
つ
い
て
（
長
谷
川
）↓
定
款

変
更
を
検
討

・
I
T
よ
り
サ
ー
バ
ー
移
転
と
ド
メ
イ
ン
変
更
に
つ
い
て

（
牧
）↓
日
鍼
会
の
サ
ー
バ
ー
移
転
経
緯
と
本
会
の
サ
ー
バ
ー

移
転
に
つ
い
て
説
明
。ド
メ
イ
ン
変
更
も
全
員
賛
成
議
決
。

・
学
術
講
師
予
定
に
つ
い
て
（
高
橋
）↓
講
義
内
容
検
討
と
申

し
込
み
は
グ
ー
グ
ル
フ
ォ
ー
ム
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
す
る

・
鍼
灸
意
見
交
換
会
開
催（
長
谷
川
）↓
参
加
募
集

・
会
員
増
強
に
つ
い
て（
長
谷
川
）↓
今
後
の
検
討
事
項

◆
2
0
2
4
年
4
月
7
日　
令
和
6
年
度

第
1
回（
一
社
）愛
知
県
鍼
灸
師
会
理
事
会

事
務
局
お
よ
び
W
e
b
会
議（
Z
O
O
M
）11
時
〜
15
時

出
席（
理
事
監
事
）会
場
11
名　
W
e
b
1
名　
計
12
名　
委

任
出
席
3
名　
そ
の
他　
セ
イ
リ
ン（
株
）1
名

議
事
記
録
人
：
池
田　
達

★
報
告
事
項　
／
各
部
報
告

【
学
術
部
：
村
田
】
三
県
合
同
研
修
会
、
3
/
3
学
術
講
習
会

報
告
及
び
今
後
の
方
針
に
つ
い
て

【
広
報
部
：
佐
合
】
あ
い
し
ん
l
e
t
t
e
r
1
0
号
発
刊
予

定
、鍼
灸
柔
整
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
出
席
に
つ
い
て

【
組
織
部
：
児
山
】
会
員
数
報
告　
正
会
員
92
名　
準
会
員
4

名　
学
生
会
員
12
名　
休
会
者
9
名　
日
鍼
会
活
動
報
告

【
保
険
部
：
廣
畑
】
保
険
取
り
扱
い
報
告　
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格

確
認
に
つ
い
て

【
総
務
部
：
池
田
】総
会
準
備
に
つ
い
て

【
I
T
部
：
牧
】備
品（
ノ
ー
ト
P
C
）購
入　
厚
労
省
オ
ン
ラ

イ
ン
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て

【
そ
の
他
：
児
山
】
日
鍼
会
の
動
向
か
ら
（
あ
は
き
法
、

2
0
2
6
ア
ジ
ア
大
会
ボ
ラ
活
動
、
過
疎
地
で
の
鍼
灸
施
術

効
果
に
つ
い
て
厚
労
省
へ
）

　
　★

議
案

・
令
和
6
年
度
通
常
総
会
に
つ
い
て（
池
田
）↓
日
時
、場
所
を

決
定
。会
場
参
加
型
で
行
う
。総
会
資
料
に
つ
い
て
理
事
で
協

議
。期
日
ま
で
に
見
直
箇
所
を
修
正
し
完
成
、会
員
へ
郵
送
。

・
学
術
講
習
会（
村
田
）↓
総
会
時
に
開
催
、で
き
る
だ
け
告
知

を
早
く
行
い
参
加
者
を
募
る
。今
年
度
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

形
式
で
進
め
て
い
き
た
い
。

・
事
務
局
家
賃
未
払
い
に
つ
い
て
（
山
田
）↓
賛
成
承
認
に
よ

り
３
か
月
分
の
支
払
い
を
決
定

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
お
け
る
備
品
の
入
手
方
法
（
児
山
）

↓
今
ま
で
は
セ
イ
リ
ン（
株
）に
依
頼
し
て
い
た
が
、
代
理
店

経
由
の
ほ
う
が
望
ま
し
い
か
？
↓
依
頼
書
や
報
告
書
の
提
出

を
行
い
、出
来
る
だ
け
早
め
に
セ
イ
リ
ン
へ
依
頼
と
す
る
。

・
東
鍼
会
で
開
催
さ
れ
た
学
生
交
流
会
に
つ
い
て
（
佐
合
）↓

東
鍼
会
を
参
考
に
し
、
セ
イ
リ
ン
と
の
協
業
で
行
う
方
向
で

ま
と
め
ら
れ
る
。開
催
時
期
は
未
定
。

・
そ
の
他
、セ
イ
リ
ン
武
田
氏
か
ら
電
子
カ
ル
テ
の
説
明
と
今

後
の
在
り
方
、
鍼
灸
師
か
ら
セ
イ
リ
ン
へ
の
要
望
に
つ
い
て

話
し
合
い
が
な
さ
れ
た
。

第
３
回

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク

鍼
灸
意
見
交
換
会

能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て

令
和
６
年
３
月
22
日（
金
）21
時
よ
り
、
約
１
年
ぶ

り
に
鍼
灸
意
見
交
換
会
が
オ
ン
ラ
イ
ン
に
て
開
か

れ
ま
し
た
。石
川
、岐
阜
、三
重
、静
岡
、愛
知
の
師

会
か
ら
総
勢
18
名
の
参
加
が
あ
り
、
今
回
の
テ
ー

マ
で
あ
る
能
登
半
島
地
震
で
の
支
援
活
動
状
況
に

耳
を
傾
け
、意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

石
川
県
鍼
灸
師
会
の
定
池
寿
会
長
か
ら
、
発
災
直

後
の
状
況
を
は
じ
め
、
師
会
や
鍼
灸
師
が
ど
の
よ

う
に
動
き
、
各
地
で
の
支
援
活
動
を
行
え
る
よ
う

に
至
っ
た
か
を
詳
細
に
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。未
経
験
の
事
ば
か
り
で
手
探
り
で
動
く
し

か
な
か
っ
た
よ
う
で
し
た
が
、D
S
A
M（
災
害
支

援
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
合
同
委
員
会
）
と
密
に
連

絡
を
取
り
合
い
、で
き
る
だ
け
早
く
D
M
A
T（
災

害
派
遣
医
療
チ
ー
ム
）
本
部
に
D
S
A
M
調
整
本

部
を
作
り
情
報
収
集
を
行
う
こ
と
が
大
切
と
語
ら

れ
ま
し
た
。実
際
の
活
動
に
お
い
て
は
支
援
本
部

や
保
健
師
、
P
T
や
介
護
士
と
の
情
報
交
換
や
報

告
が
重
要
と
し
、
活
動
す
る
鍼
灸
師
の
確
保
の
大

変
さ
や
、
そ
の
鍼
灸
師
の
体
調
管
理
に
留
意
す
る

こ
と
な
ど
、
現
場
で
感
じ
る
生
の
声
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
現
在
の
被
災
地
の
様
子
を
聞
き

た
い
」「
支
援
活
動
に
行
き
た
い
が
宿
泊
に
つ
い
て

可
能
か
」「
被
災
し
た
会
で
活
動
す
る
鍼
灸
師
の
確

保
は
？
」な
ど
い
く
つ
か
質
問
が
あ
り
、そ
れ
ぞ
れ

返
答
さ
れ
て
い
ま
し
た
。定
池
会
長
は「
被
災
者
だ

け
で
な
く
、
彼
ら
を
支
え
る
支
援
者
の
支
援
も
必

要
不
可
欠
」と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、県
と
の
協

定
内
容
に
は
入
っ
て
い
な
い
と
の
こ
と
。今
回
の

実
績
報
告
に
よ
り
今
後
の
協
定
に
変
化
が
あ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。い
ず
れ
に
せ
よ
、い
つ
で
も
対
応

で
き
る
よ
う
被
災
時
の
動
き
方
に
つ
い
て
組
織
的

に
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す 

。   　
　
　
　
　
　

   

令
和
６
年

保
険
取
り
扱
い
研
修
会
開
催

 

令
和
６
年
１
月
28
日（
日
）、
令
和
６
年
度
保
険
取

り
扱
い
研
修
会
が
廣
畑
保
険
部
長
を
講
師
に
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。初
め
に
今
秋
か
ら

の
保
険
証
廃
止
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の
方
法
や
今
後
の
流
れ
に

つ
い
て
伝
え
ら
れ
、
資
格
確
認
用
ア
プ
リ
の
操
作

イ
メ
ー
ジ
や
必
要
機
器
購
入
の
た
め
の
支
援
金
に

つ
い
て
も
説
明
が
な
さ
れ
ま
し
た
。未
決
定
事
項

も
あ
り
確
定
情
報
が
入
り
次
第
、
会
員
M
L
で
の

連
絡
が
な
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
し
た
。次
に
、今
年

行
わ
れ
る
療
養
費
の
料
金
改
定
と
申
請
書
類
の
注

意
事
項
に
つ
い
て
細
か
な
内
容
が
伝
え
ら
れ
ま
し

た
。

保
険
に
つ
い
て
ご
不

明
な
点
は
本
会
事
務

局
か
廣
畑
保
険
部
長

ま
で
、D
K
シ
ス
テ
ム

に
つ
い
て
は
牧
I
T

部
長
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。



各種会務・お知らせ

お
知
ら
せ

【
学
術
部
】

学
術
講
習
会
の
予
定
で
す
。
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

・
７
月
21
日
（
日
）

南
谷 

旺
伯
先
生
に
よ
る
接
触
鍼
の

講
義　
（
予
定
）

・
秋
ご
ろ
に
保
険
部
研
修
会
と
併
催

　
（
内
容
は
未
定
）

・
令
和
７
年
１
月
26
日
（
日
）

　
（
内
容
は
未
定
）

【
保
険
部
】

令
和
６
年
10
月
か
ら
往
療
が
「
訪
問

施
術
料
」
に
名
称
変
更
さ
れ
ま
す
。

ま
た
保
険
料
金
の
変
更
が
あ
り
ま
す

の
で
、
研
修
会
を
行
う
予
定
で
す
。

保
険
を
取
り
扱
う
先
生
は
必
ず
ご
参

加
く
だ
さ
い
。
日
程
は
９
月
ご
ろ
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
決
ま
り
次

第
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス
ト
に
て
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
。

【
女
性
部
】

今
年
も
愛
西
市
の
「
あ
い
さ
い
さ
ん

祭
り
」に
て
、恒
例
の
東
洋
医
学
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
事
と
な
り
ま
し
た
。

10
月
27
日
（
日
）
開
催
で
す
。
近
々

に
有
志
の
先
生
方
の
お
手
伝
い
を
募

集
し
ま
す
。
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【 
令
和
5
年 

】

⚫
8
月
30
日　
と
よ
た
鍼
灸
サ
ロ
ン
H
A
L

　
高
杉
医
師
訪
問　
長
谷
川

⚫
10
月
1
日　
一
見
隆
彦
先
生
の
藍
綬
褒
章
受

　
章
を
祝
う
会
都
ホ
テ
ル
四
日
市　
長
谷
川
、　

　
児
山

⚫
9
月
21
日　
C
A
A
C　
2
0
2
3
度
秋
学

　
期
東
洋
医
学
①
2
年
次
専
門
科
目
健
康
福
祉

　
コ
ー
ス　
長
谷
川

⚫
9
月
28
日　
C
A
A
C　
2
0
2
3
度
秋
学

　
期
東
洋
医
学
②
2
年
次
専
門
科
目
健
康
福
祉

　
コ
ー
ス　
長
谷
川

⚫
10
月
5
日　
C
A
A
C　
2
0
2
3
度
秋
学

　
期
東
洋
医
学
③
2
年
次
専
門
科
目
健
康
福
祉

　
コ
ー
ス　
児
山

⚫
10
月
12
日　
C
A
A
C　
2
0
2
3
度
秋
学

　
期
東
洋
医
学
④
2
年
次
専
門
科
目
健
康
福
祉

　
コ
ー
ス　
児
山

⚫
10
月
19
日　
C
A
A
C　
2
0
2
3
度
秋
学

　
期
東
洋
医
学
⑤
2
年
次
専
門
科
目
健
康
福
祉

　
コ
ー
ス　
高
橋

⚫
10
月
26
日　
C
A
A
C　
2
0
2
3
度
秋
学

　
期
東
洋
医
学
⑥
2
年
次
専
門
科
目
健
康
福
祉

　
コ
ー
ス　
村
田

⚫
11
月
2
日　
C
A
A
C　
2
0
2
3
度
秋
学

　
期
東
洋
医
学
⑦
2
年
次
専
門
科
目
健
康
福
祉

　
コ
ー
ス　
長
岡
哲
輝

⚫
11
月
9
日　
C
A
A
C　
2
0
2
3
度
秋
学

　
期
東
洋
医
学
⑧
2
年
次
専
門
科
目
健
康
福
祉

　
コ
ー
ス　
長
岡
哲
輝

【 

令
和
6
年 

】

⚫
1
月
23
日　
と
よ
た
鍼
灸
サ
ロ
ン
H
A
L　

　
高
杉
医
師
訪
問　
長
谷
川

⚫
2
月
13
日　
愛
鍼
会
学
術
協
議
会　
W
e
b

　
会
議
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